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第１章　医薬品の採用
1． 採用医薬品の選定
（１）採用可否の検討･決定
1 安全性に関する検討
· 薬剤の特性に関する検討
	· 


· 安全上の対策の必要性に関する検討
	· 


2 取り間違い防止に関する検討
· 採用規格に関する検討
	· 


· 名称類似品、外観類似品に関する検討(後発医薬品も含む)
	· 


· 小包装品等の採用
	· 


2． 採用医薬品情報の作成・提供
（1） 採用医薬品集の作成と定期的な見直し
· 医薬品集の作成
	· 


· 定期的な改訂･増補
	· 


（2） 新規採用医薬品に関する情報提供
→「第６章　医薬品情報の収集・管理・提供」を参照

第２章　医薬品の購入
1． 医薬品の発注
· 医薬品の正確な発注
	· 


· 発注した品目と発注内容の記録
	· 


2． 入庫管理と伝票管理
· 発注した医薬品の検品
	· 


· 規制医薬品(麻薬、覚せい剤原料、向精神薬（第１種、第２種)、毒薬・劇薬)の管理
	· 


· 特定生物由来製品の管理
	· 


· 特に安全管理が必要な医薬品（要注意薬）の検品
	· 


第３章　院内における医薬品の管理
1． 保管管理
（1） 医薬品棚の配置
· 類似名称、外観類似の医薬品がある場合の取り間違い防止対策
	· 


· 同一銘柄で複数規格等のある医薬品に対する取り間違い防止対策
	· 


（2） 医薬品の充填
· 医薬品の補充や充填時の取り間違い防止対策
	· 


（3） 規制医薬品(麻薬、覚せい剤原料、向精神薬、毒薬･劇薬)
· 麻薬及び向精神薬取締法、薬事法等の関係法規の遵守
	· 


· 適切な在庫数・種類の設定
	· 


· 定期的な在庫量の確認
	· 


· 他の医薬品と区別した保管、施錠管理
	· 


· 盗難・紛失防止の措置
	· 


（4） 特定生物由来製品
	· 使用記録の作成、保管
· 


（5） 特に安全管理が必要な医薬品(要注意薬)
· 他の医薬品と区別した管理
	· 


· 必要に応じた使用量と在庫量の記録
	· 


2． 品質管理
(1) 品質管理
· 有効期限・使用期限の管理
	· 


· 医薬品ごとの保管条件の確認･管理
	· 


· 必要に応じた品質確認の実施
	· 


(2) 処置薬(消毒薬等)
· 定期的な使用期限の管理
	· 


· 開封後の保管方法
	· 


(3) 医療用ガス
· 医療用ガスの定期的な管理、保守点検・記録
	· 


第４章　外来患者への医薬品使用
1． 患者情報の収集・管理・活用
· 患者情報の収集・管理
	· 


· 患者情報の活用
	· 


2． 検査・処置・注射における医薬品使用
· 指示出し･指示受け、実施方法の確立
	· 


· 医薬品使用前の確認
	· 


· 注射薬の使用
	· 


· 吸入器(ネブライザー)の使用、吸入器(ネブライザー)の希釈液の取り違い対策
	· 


· ショック時の対応・ショック時に使用する救急医薬品の配備等
	· 


3． 処方
(1) 正確な処方せんの記載
· 必要事項の正確な記載
	· 


· 単位等の記載方法の統一
	· 


(2) 処方変更時の説明
· 変更内容の患者への説明
	· 


4． 調剤（院内調剤分について）
(1) 調剤業務
1 患者の安全に視点をおいた調剤業務の実施
· 調剤用設備・機器の保守・点検
	· 


· 取り間違い防止対策
	· 


· 調剤業務に係る環境整備
	· 


2 内服薬・外用薬・注射薬の調剤
· 散剤や液剤の調剤間違いの防止対策
	· 


· 注射薬の調剤間違いの防止対策
	· 


· 適切な調剤方法の検討
	· 


· 薬袋・薬剤情報提供文書の作成
	· 


3 特に安全管理が必要な医薬品(要注意薬)の調剤
· 他薬との取り間違い防止対策
	· 


4 調剤薬の鑑査
· 調剤薬等の確認
	· 


5． 調剤薬の交付（院内調剤分について）
· 患者、処方せん、医薬品、薬袋等の照合
	· 


· 調剤薬の交付、医薬品情報提供書の提供
	· 


6． 薬剤交付後の経過観察
· 患者情報の収集
	· 


· 緊急時のための体制整備
	· 


· 患者等からの相談窓口の設置
	· 


第５章　在宅患者への医薬品使用

1． 医薬品の適正使用のための剤形、用法、調剤方法の選択
· 剤形、用法の検討と選択
	· 


· 調剤方法の検討と選択
	· 


2． 患者居宅における医薬品の使用と管理
· 医薬品の管理者及び保管状況の確認
	· 


· 副作用及び相互作用等の確認
	· 


· 連携する医療職・介護職が閲覧できる記録の作成
	· 


3． 在宅患者または介護者への服薬指導
· 患者の理解度に応じた指導
	· 


· 服薬の介助を行っている介護者への指導
	· 


4． 患者容態急変時に対応できる体制の整備
· 夜間・休日の対応方法
	· 


第６章　医薬品情報の収集・管理・提供
1． 医薬品情報の収集・管理
· 医薬品情報の担当者の決定
	· 


· 医薬品等安全性関連情報・添付文書･インタビューフォーム等の収集・管理
	· 


· 医薬品集、添付文書集等の作成・定期的な更新
	· 


2． 医薬品情報の提供
· 緊急安全性情報等の提供
	· 


· 新規採用医薬品に関する情報提供
	· 


· 製薬企業等からの情報
	· 


3． 他施設等からの問い合わせに対する体制整備
· 他施設からの問い合わせ
→「第７章　他施設との連携」を参照
第７章 他施設との連携

※患者情報の提供は原則患者等の了解のもと行い、個人情報の取り扱いに留意すること。

1． 情報の提供
(1) 情報の内容
· 医薬品情報、患者情報の提供
	· 


(2) 情報提供の手段
· 医療機関
	· 


· 薬局（院外処方の場合）
	· 


2． 他施設からの問い合わせ等に関する体制整備
(1) 他施設及び薬局への問い合わせ
· 問い合わせ手順
	· 


· 問い合わせ内容・回答の診療録等への記録・反映
	· 


(2) 他施設及び薬局からの問い合わせ
· 問い合わせへの対応手順
	· 


· 問い合わせ内容等の診療録等への記録・反映
	· 


3． 院外処方せんの発行（院外処方の場合）
· 院外処方せんの発行前の点検など
	· 


4． 緊急連絡のための体制整備
· 地域の医療機関及び薬局との緊急時のための連絡体制
	· 


第８章 事故発生時の対応
1． 医薬品に関連する医療安全の体制整備
· 管理者に速やかに報告される体制の整備、緊急時に備えた体制の確保
	· 


· 事故発生を想定した対応手順の作成と定期的な見直しと職員への周知
	· 


· 自他施設のヒヤリ・ハット事例(インシデント事例)の収集・分析とそれに基づく事故防止対策の策定・実施
	· 


· 医療安全に関する職員研修の実施
　→「第９章　教育･研修」を参照

· 医師会等、各職種が所属する職種団体との連携体制の確保
	· 


2． 事故発生時の対応

· 救命措置
	· 


· 具体的かつ正確な情報の収集
	· 


· 管理者への報告
	· 


· 患者・家族への説明
	· 


3． 事故後の対応
· 事故事例の原因等の分析
	· 


· 事実関係の記録、事故報告書の作成
	· 


· 再発防止対策あるいは事故予防対策の検討・策定・評価、職員への周知
	· 


· 患者･家族への説明
	· 


· 関係機関への報告・届出
	· 


第９章　教育・研修
1． 職員に対する教育・研修の実施
· 医療安全、医薬品に関する事故防止対策、特に安全管理が必要な医薬品(要注意薬)などに関する教育･研修の実施
	· 


※手術・麻酔、臨床検査、画像診断に関する医薬品業務も第１章～第９章に準ずる
付則
この「医薬品業務手順書」は、平成　　年　　月　　日に作成し、　　月　　日より施行する。
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